







A Study on the Relationships for the Internship
in the Training Programs for Childcare Teachers
This research summarizes cases and cooperation among the teachers regarding collaborating 
subjects, as a result, the following five viewpoints became clear.
First, it’s understood that the students are lacking in the practical skill of controlling 
children in a classroom. Secondly, knowing this tendency of the students before internships, 
teachers will discuss the topics needed for learning which will leave them better organized; 
these discussions are valid in guiding the students to be better prepared for training. Thirdly, 
students lack confidence with things they learned in music and can’t yet utilize these music 
skills sufficiently when doing initial internships. Fourthly, while studying English, the students 
actually proved through demonstration that the child care practice can utilize English, dance 
and songs by cooperating together in preliminary activities in the classroom. Lastly, the students 
felt appreciation while watching the children practice and play in the yard, in the corridors and 
while using games throughout the kindergarten. To summarize, the child care environment for 
the students was enjoyed by more than half the students. Such a viewpoint from this study makes 
learning and the practice richer while improving the guidance and overall child care practice 


































































































































































































































































































































































































































































4班 足をきたえよう！ ツイスター ボールをポーン！ ねらえパーフェクト
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図13　振り返りシートの自由記述の内容（回答者80人，複数回答有り）　単位（人）
1）良かった点
・いろいろな動物の足跡に興味を持って足跡を辿り，たくさんの海の生き物がいて視覚的にも楽し
　んでいた。
・ボールをうまくコントロールすることなどの経験が保育の中では意外と少ないので，ボール遊び
　は良い遊びたと思います。
・足跡が人の足だけでなく，動物，恐竜の足跡などもあった点。足跡を辿るだけてなく，誰の足跡
　かを考えたり，お話したりしながら楽しむことが出来た。
2）改善点
・次々に新しく遊びに入ってくる子が増えていく中，遊び方の説明などをその都度，わかりやすい
　ようにきちんと伝えることもできるといいと思います。よくわからないままの子や，すぐにやめ
　てしまう子もいました。
・ボール投けで投ける距離や高さや大きさなど，段階があると，さらに面白いと思う。
・立体的な足跡が床との接着が完全ではなく，転倒の危険を感じた。　　
3）感想・要望なと
・幼稚園での実施となり，参加しやすくなって良かったです。遊び方を子どもたち自身で工夫して
　いたりする姿もあり，とても楽しそうに遊ぶ様子が見られたので，良かったです。
・学生も実習の際に，出会った子どもたちと再び触れ合うことが出来て，子どもたちの成長を感じ
　られていたようでした。
表3　附属幼稚園教諭対象のアンケート結果（一部のみ）
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らず，幼児が運動遊びをしながら生き物に親し
むことができた班といえよう。
　また，振り返りシートによる学生の自由記述
では，半数の学生が「子どもの楽しむ姿を見る
ことができてうれしい」と回答した。これは保
育者にとって大切なことの1つである「子ども
の目線に合わせて物事を考え，行動する」きっ
かけになるのではなかろうか。学生は通常の実
習でいろいろな教材を考え，指導案を作成する。しかし，前述のとおり実習中に指導案作成以
外に，実習日誌の記録，教材準備等に時間・労力をさかれるため，本来子どもが持っている
「いきいきとした表情」を十分に感じ取る余裕のない学生もいる。これに対し，今回の取り組
みは指導案の作成などがないため，子どもが真剣に遊ぶ様子をうれしく感じ取る余裕が学生に
あったのかもしれない。さらに，K大学附属幼稚園教諭のアンケートからも今回の取り組みを
評価している意見が多数見られたが，改善点としては，安全性，公平性，ルール説明に関する
意見があった。このような取り組みでケガをする幼児が出ないように，安全面に十分に配慮す
るように，授業者として運動遊びの直前に学生に再度注意を促す必要があった。
　今回の科目間連携は，初めての取り組みであったが，授業者の期待を超える成果を修めるこ
とができた。是非，来年度以降も継続して実施していきたい。
5．おわりに
　我が国の保育者養成校では科目間の連携を導入する実践は徐々に増えてはいるが，実習を中
心とした科目間連携の在り方は，その有効性も含めて解明されていない。本研究では，実習を
中心とした科目間連携を実践し，この有効性をフィールドワーク，質問紙調査，インタビュー
調査等によって多面的に探った。その結果，次の五点が明らかとなった。第一に，学生は，一
斉指導における説明や導入・展開に関連した実践的なスキルが不足している。第二に，実習前
の学生の課題及び次の実習に向けての学生指導の在り方を授業担当者間で協議することは，実
習指導に有効である。第三に，実習後の振り返りから，スキルを伴う保育活動では，授業で学
習した内容が学生の自信不足や準備不足等が原因で，十分に生かされていない場合がある。第
四に，日本の伝承遊びで使われる歌詞を学生が英語に翻訳し，グループで楽しく活動したこと
は，英語を取り入れた教材研究という視点から実習に有効である。第五に，幼稚園の園庭，廊
下，壁面，天井などを利用した運動遊びを実践し，子どもの楽しむ姿を見て喜びを感じた学生
が半数に上った。
図14 運動遊びの様子
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　ところで，文部科学省の委託研究として一般社団法人保育教諭養成課程研究会は，「平成28
年度幼稚園教諭の養成課程のモデルカリキュラムの開発に向けた調査研究−幼稚園教諭の資質
能力の視点から養成課程の質保証を考える−」を報告7）している。報告では，幼稚園教諭とし
て求められる資質能力は，幼稚園教育要領に示す5領域の教育内容に関する専門知識を備える
とともに，5領域に示す教育内容を指導するために必要な力，具体的には，幼児を理解する力
や指導計画を構想し実践していく力，様々な教材を必要に応じて工夫する力等としている。幼
稚園教諭を幼児期の学校教育を実践していく専門家としての側面からみていく必要があるとし
ている。では，保育者養成校には今後何が求められているだろうか。この報告書では，幼稚園
教諭および保育教諭の望ましい成長過程を示している（図15参照）。特に，養成段階では，幼
稚園教育についての基礎的な知識や理解，技能を修得することが目標であるが，「実習は大変
だが，やっぱり子どもが好き」といった子どもに対する温かな関心や感情をもつことも重要で
ある。これらの関心や感情は，養成段階からリーダーとなる時期の全ての成長過程において保
育者の感情の底辺を支える要素といえよう。
　本研究は，保育者養成校における実習を中心とした科目間連携に着目し，K大学短期大学部
幼児教育学科の取り組みに対して考察を加えた。今後の課題として，実習を中心とした科目間
連携のより具体的な学習効果を検証することに加え，その在り方について全教員で議論を重ね
ながら総体的に取り組む必要性が見えてきた。学生の「子どもが好き」という感情を維持しな
がらも，「実践はおもしろい」と思えるような保育実践の奥深さに気づき，その学びを深める
機会が実習である。こうした機会を保証し「学び続ける保育者」を育成することが保育者養成
校の使命であり，本研究がその一助になることを期待したい。
図15　幼稚園教諭・保育教諭としての成長過程
子どもが好き
実践はおもしろい
専門家としてプライドをもつ
リー ダ とーしての自覚をもつ
養成段階
新規採用からの初任の時期
採用
リー ダ とーなる時期
中堅の時期
現職段階
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